支援の現場に身を置いてみるということ : 長期フィールドスタディーズの経験から考える by 本多 勇 & Honda Isamu
































会福祉専攻 2019 年度の春入学と秋入学あわせて 1年次入学者 14.5％、3年次編入 53.8％、4年次
編入 31.7％）。多くの割合の学生は 3年次編入、あるいは条件が合致していれば 4年次編入とし
て編入学してくる。1年次から 4年間を積み上げて学修する学生は少数派である。年齢層は、下
は 18 歳の 1年次入学生もいるが、上は 70 代にさしかかる人もいる。平均年齢は 40 代半ばであ
り、学生の中心は 30 ～ 50 代である。
　筆者が武蔵野大学に入職したのは、本学の通信教育部社会福祉専攻が開設された 2011（平成
23）年度であった。着任以降、本学においては、通学制のカリキュラムでの科目担当はせず、通





















































　就労支援事業所での長期FS実習は 7月上旬から 19 日間、障害児学童クラブでの長期FS実
































































































“される” 側）でもない立ち位置である。そこで “働く” 立場や “（一定の生活が）保障されている”
立場とも異なる、いわば “学ぶ” 立場である。実習期間も一定で有限である。擬似的な経験をす
ることもあれば、場合によっては、参与観察者的な実習を行うこともある。
　学生は、実習中、利用者と専門職のともにいる時間と空間のなかで、現場における営み（支援
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の実践とそこにおける生活の時間）の中に身を置き、「経験」を重ねる。未知なる体験との遭遇
である。学生自身が現場で触れること・見聴きしたことのなかで「何か気になること」がカラダ
やアタマのなかで「引っかかる」、あるいは「引っかける」。「引っかかった」そのことについて、
考える（熟考する）。そして、その考えたことを、「言語化」し、実習記録に書き留めたり、実習
指導者などの職員や指導教員に疑問・質問として伝えたり、学生同士で議論される。また、その
ことを踏まえて行動したり、利用者に関わる方法を少し変えたりするなどの「身体化」が行われ
る。そのようにして、知識や技術が内在化され、経験を自分のこととして捉えていく。
3．長期フィールドスタディーズ（千川福祉会社会福祉施設サポートインターン
シッププログラム）参加学生の声から
　2017 年度の「長期FS実習・千川福祉会プログラム」のふりかえりでは、学生から次のよう
な意見（感想、考察）が出てきた。斜線は、事後学修の授業中に出た学生からの発言を、筆者
が、個別の誰の発言か分からないように抽象化し、整理したものである。プログラム参加学生か
らは、事前に記載内容について確認の上、記述の承諾を得た。
　まず、実習に行き、よかったこと、嬉しかったことなどプラスの側面の意見（感想）を訊いた。
【よかったこと、嬉しかったこと】
・利用者が、自分（学生）たちの存在に慣れてきて話しかけてきてくれたこと。
・利用者が、「自分のこと」を教えてくれた。
・利用者と話せたことが楽しかった。自分の好きなことを一生懸命話してくれる方もいた
（電車など）。
・利用者の、作業（仕事）のモード（ON）と休憩中のモード（OFF）が見られたこと。
・一緒にご飯食べて、と利用者の方に声をかけられたこと。
・作業自体が楽しかった。
・散歩などの活動が楽しかった。
・子どもと遊ぶことが楽しかった。
　障害を抱える利用者とのコミュニケーションの過程や、学生本人と利用者との関係の深まりが
良かった・嬉しかったと感じた学生が多かった。また大学生としての学生自身とは異なる利用者
の日中の過ごし方に触れられたことも、良い経験と感じられたのがうかがえた。初めて関わる人
たちとの関係が深まっていく過程に他ならない。そこには「知らないこと」からくる「先入観」
が含意されているのかもしれない。見えている（外部からみえる）のと違う一面があることの発
見もプラスの側面であった。
　一方で、学生が、つらかった、大変だったと感じた、いわばマイナスの側面もあった。
【つらかったこと、大変だったこと】
・体力勝負。作業や地域をまわるのが大変だった。
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・言葉でのコミュニケーションが難しい利用者とのコミュニケーションの取り方について。
・言葉でのコミュニケーションが難しい利用者の対応ができなかったこと。作業に集中でき
ない方もいた。
・天気などで利用者の機嫌が変わることがあった。
・外出の際に、手を繋いでいないと交通事故の危険があることに緊張した。
・職員の方々は、皆さんとても忙しそうだった。
　障害の特性によるコミュニケーションや意思疎通の難しさや、その人特有のこだわりを理解す
ることの難しさを挙げた学生が多かった。また、施設のスタッフの方々の業務の多忙さに驚いて
いる感想も挙がった。
　障害児者福祉領域に触れた経験の無い学生も含まれていた。今回の実習の中での学び（新しい
発見）については次のような意見があった。
【新しく分かったこと、知っておどろいたこと】
・利用者の方の様々なこだわりについて（食事、環境、匂いなど）
・利用者の方の得意なこと（絵、作業など）
・（利用者である）子どもたちはいろいろなところに目を向けているということ。五感が発
達していると思う。
・（子どもたちと）コミュニケーションのひとつであるスキンシップ（ハイタッチなど）が
できたこと。きっかけが何だったかわからない。
・個人（利用者）の性格を見極めることが重要。
・繰り返し伝えることの重要性（を理解できた）。
　障害のある利用者（成人も子どもも）の「強み」について発見できたという意見が多かった。
利用者がどのような人なのか（「クライエント像」）というアセスメントを行う際に、利用者ので
きること・得意なこと等の「強み」に着目するストレングス視点で見ている。
　約 1ヶ月にわたる長期FS実習を終えて「（それぞれの）経験」を経た自分が、実習前をふり
かえり「経験する前の自分」に伝えたいことを訊いてみた。
【“実習前の自分”に伝えたいこと】
・「（障害のある利用者に）『教えよう』と思わずに、ただ一緒に作業すれば良い」
・「（ココロの）カベを作らなくてよかったのでは？」
・「いつもと違うな、という感覚を大事にした方が良い」
・「体力が大事！」
・「できないのかなあ、と思って手を出してしまうことがあるが、言葉だけでも伝わること
がある」
・「自分が何かやらねば！と気張らなくてもよかった」
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・「障害を持っているから、こちらが何かをしなくちゃいけない、という思いがあったが、
むしろこちらが初めて行くので、学ぶ場として行けば良いと思う」
・「どうにかなるから大丈夫」
・「（実習に行く前に）思っていたより、（利用者の方々は）障害を持っていると感じない」
・「元気に挨拶をしていたら、（障害者の方と）仲良くなれる」
　すると、支援の現場において、「（支援者は）利用者を “教えなければならない存在”である」
という先入観への気づきへの意見があった。学生たちは、実習が始まると「教える」のではな
く、施設職員や利用者に「教えてもらう」側の存在であることに直面する。その際には、自分の
感覚を信じることと疑うことの両方が必要になってくる。また、自分自身にある「先入観」に気
づくことになった。
　そして、実習前と実習後で、学生自身の生活や感覚で変わったことがあるかも訊いた。
【実習前と実習後で変わったこと】
・障害のある人の「行動」を（街の中、公共交通機関の中などで）見たりする際に、意味が
あるのだなあ、と思うようになった。
・障害のある人が関係している事件や事故に関心がでるようになった。
・障害のある人を見る目が変わった。前は「変だな」と思ったが、実習に行った後は「障害
を持っているのかな」と考えられるようになった。
・通学途中に「ヘルプマーク」をつけている人がいる。特別視をしていたが、日常になった。
　「経験」を経た（得た）学生たちは、学生自身の先入観に気づくことができた。先入観を外し
て、いわば相手の「生活世界」の尊重ができるとともに、社会や地域にある障害者を取り巻く問
題や課題に関心が向くようになったという意見があった。
4．支援の現場に身を置くということ
（1）新しい世界を知る
　専門職養成の「社会福祉実習」も、「長期FS実習」のいずれにおいても、実習の経験がその
後の実践経験の最初の「モノサシ」や「基準」になる。支援の現場に実習生として身を置くこと
はどのような意味があるのか整理をしてみたい。
①　社会制度・システムについて知る
　第一に、社会保障や社会福祉の制度・システムの現実を知るということである。重層的な社会
システムのなかに、どのように支援の現場が組み込まれているか、ということを知る。たとえ
ば、作業所で作られる製品や行われているサービス（工芸品、企業の商品の基礎的な工程作業
等）が社会に組み込まれ繋がっていることを実際に触れて知ることになる。
　現場での論理や事情という現実を知るということは、言い換えると「理想と現実のギャップ」
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を知ることでもある。社会福祉サービスを行う法人・組織・施設・事業所は、限定された収入と
制度等の条件の中で、法令遵守する体制を整えるために専門職を配置し、利用者に対して個別的
な支援を行っている。支援のミッションを遂行するために、様々なジレンマに直面することもあ
る。たとえば、重度の認知症や障害を抱えた利用者に対する適切な支援・ケアの模索が続いてい
る、限定された人数のスタッフでは（理想とする）充分な支援が行いきれない、職員間の情報共
有や職員教育の適切な方法の模索が続いている、などの状況に直面することがある。社会福祉の
現場の多くは、これらの現場の現実的な課題に直面しながら、利用者に対する適切な支援を提供
しようと日々努力が行われている。実習生は、実習の中で現場のおかれている状況に触れること
になる。
②　支援の現状や利用者に触れる
　第二に、社会福祉の支援の現状や知識・技術、利用者の生活の現状を知るということである。
　社会福祉の現場における生活支援は、日常的な状況が刻々と変わることがある。たとえば、利
用者間でトラブルが起こったり、身体的な急変が起こったりすること等である。その際、職員は
柔軟な姿勢で臨機応変に対応することが求められる。実習生は、専門職（職員）一人ひとりが、
組織のミッションや支援の理想に向けた実践を行おうとする姿勢を持つことを知る。実習生が、
初めて出会う高齢者や障害者などのクライエントに対応するときの戸惑いや無力感を実感しなが
ら、指導者の対応のスキルや技術を学びつつ、実習生自身の対応のスキルが実習期間中に少し成
長することを実感する。
　あわせて、実習では、施設・事業所の利用者としての「障害者」や「高齢者」に交流の機会を
持つ。実習期間中は、「知的障害者」や「認知症高齢者、要介護高齢者」、「要保護児童」など、
いわば「レッテル」を貼られた存在としてではない、ありのままの個人としての利用者との関わ
りが行われる。そこでは、「障害」や「疾病」「社会環境」などによって生活の支援の必要とされ
る側面だけでなく、その人の性格や能力の「強み」、実習生自身との共通することなど、利用者
本人の別の側面に触れる機会がある。実習生は、それまで持っていた（「レッテル」の貼られた）
利用者に対する先入観や偏見を、自己認識し、たくさんの側面を持つ利用者に触れることで、ク
ライエント理解の多様さ・複雑さ・難しさを知ることになる。
（2）支援の現場にいる「自分」を見つめる、そして「相手」をまなざす
　第三に、実習生は、実習のなかで展開される学びによって自分の新たな「枠組み」を生成する
ことになる。
　実習生は、実習前に立て実習期間中に修正される自分の「実習目標」にそって、実習中の学び
のアンテナを立てる。実習目標では、実習生それぞれの関心により個々に異なっている。大きな
柱として、①「利用者理解」（具体的にはたとえば「障害者理解、障害の理解」など、広く言え
ば「他者理解」）、②「支援のスキル・技術の理解」や「支援の制度・システムの理解」（主に専
門的な支援の枠組み）、③「コミュニケーション」（利用者（他者）と自己の時間空間の共有、意
思疎通）、④支援の過程を通じた「自己理解」（支援者・専門職としての「自分」、素の「自分」
の理解、直面）、の 4点が挙げられる。
　実習生は、初めて身を置く支援の現場のなかで、いわば “アウェイ”な場にいる自分を見つめ、
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“ 何もできない ”自分に気づくことになる。そこでの経験が、自分の先入観・偏見・「枠組み」を
壊すことに繋がり、さらにそれまでの「枠組み」の捉え直し・組み直しが行われる。自分の新た
な「（準拠）枠組み」を拡大したり作ったりすることになる。
　実習期間中、実習生は、その現場（時間・空間のなか）にいる実習生としての自分の存在価
値・理由を模索しながら位置づけていく。実習生は、職員的な役割を求められることもあるが、
優先すべきは「学ぶ」立場である。支援の現場に身を置き、職員と関わり、そして利用者と関わ
ることで、実習生自身が自分の「できること」「できないこと」に目を向けることになる。
（3）「支援」とは何かをつかむ
　支援の現場に身を置いて実習を経験することで、実習生は、「支援」とは何か、ということを
（人によって程度の差はあれ、多少は）つかむことができる。
　「支援」には、直接的な関わりだけでなく、間接的な業務や役割がある、ということも経験す
ることがある。施設や事業所の運営、専門職間の連絡調整等がそれに当たる。専門職が、利用者
の生活を支えるために、社会的なミッションや組織の中での業務役割を遂行する。利用者に直接
関わらなくとも、多くの役割や業務分担のなかで、専門職は業務をしていることが分かる。
　多くの場合、実習生は職員サイドの視点での実習である。実習生は、実習前の準備の段階にお
いて、「どのように利用者（対象者）に支援できるか」「私は利用者（対象者）にできることは何
か」ということを念頭に置くことが多い。「利用者」に何かをしたい／しなくては、という思い
が募っていたり意気込んでいたりする場合がある。
　実習生は、職員―利用者の「支援」する／される関係（支援関係）、立場の異なる関係を疑似
体験する。あわせて、支援関係に関わらず同じ時間・空間を共有する、個対個（個人対個人）の
時間も経験する。いずれの経験も、同じ時間や空間を「異なる存在」として経験していることが
前提である。利用者から見えている風景や経験している時間・空間と、実習生から見えている風
景や経験している時間・空間は異なっている。経験する「世界」とその「意味」が異なっている
ということである。人が主観的に生きている「意味」の集積を、ここでは「生活世界」として捉
えておきたい。
　利用者に対して実習生自身が「何か」をしようと思っても、その障害や疾病、生活課題がすぐ
さま解消・改善されることはない。生活自体に多少の影響や効果が見られる場合はアルかも知れ
ない。しかし実習生が利用者自身の生活課題を肩代わりすることもできない。家族にはなれな
い。責任を持つこともできない。他者としての存在からくる「支援の限界」に突き当たる。「利
用者に何かしたい・する」ことにも、限界があることに直面する。
（4）寄り添う「私」
　最後にいくつか「問い」を掲げておきたい。
①　実習にいけばOKなのか
　教養教育的な実習であれ、専門職養成の実習であれ、学びの過程で「実習に行けばOK」なの
か、ということである。
　与えられた規定の実習期間（日程）をただ漫然と経験するだけでは、実習の学びは充分に得ら
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れない。机上の座学だけでは得られない実践での経験での知見（経験知、身体知）をもとに、経
験を経た自分自身がどのように行動や実践にアウトプットするか、が重要である。
　そのためには、実習期間中に経験する初めての事象について、知的におもしろがって気づくこ
とができるか、その際の自分自身の持つ「枠組み」がどのように揺さぶられ変化するか、自分自
身の「思い込み」を外して、他者を見られるかが重要である。自分自身を含めた状況を相対化
し、俯瞰的にまなざすことが求められる。その上で、（思い込まずに）クライエントの存在やそ
の「生活世界」を問う姿勢が必要である。
②　クライエントをどこまで「理解」できるのか
　そして、クライエント自身の存在やクライエントが経験する「生活世界」を、実習生自身は
「理解することができるか」ということである。何をもって「“クライエント（のこと）を”理解
できたのか」ということを定義づけるのは、簡単ではない。
　クライエントの持つ障害や疾病の診断名や程度、年齢、家族構成、生活歴、経済的状況等、外
から捉えられる事象を把握し、アセスメントをしたとしても、それですなわちクライエントを理
解した、ということにはならない。実習生自身の視点から受けとめるクライエント像は、実習生
その人の捉え方であって、クライエント本人が自己認識している自分自身とは同じではない。ク
ライエントの理解は、その人が他者である以上限界がある。クライエントの経験している「（意
味）世界」は、想像するしかない。
　学生が社会福祉の領域に実習に行く際、最初に、クライエントは「弱い」存在である、「困難」
な世界に生きている、という（無意識の）先入観を持って関わることがある。先入観は、アセス
メントや見立てとして支援や関わりにプラスに作用する場合もある。一方で、思い込みや偏見な
どがマイナスに作用して、支援関係を疎外する場合があることを理解しておく必要がある。
③　問い続けられるか
　実習によって、学生（実習生）がクライエントや支援に対する捉え方がどのように変化してい
くか。初対面からある程度の信頼関係を積み上げていくなかで、相手との距離や関係の取り方
は、ちょっとしたテクニックはあるとはいえ、基本的には手探りである。クライエント一人ひと
りによって関係の作り方が異なっている。
　支援には様々な方法やアプローチがある。支援は、単に関わりや介入を多くすることではな
い。相手の能力を信頼して引き出せるように働きかけて、自己決定や自発的行動を引き出してい
くことが重要である。また、「存在としての支援」という場合もある。クライエントの横に並び
立ち、共に時間や空間を過ごし、共に悩んだり、心配したり、見守る、という存在である。クラ
イエントに “寄り添う”支援である。
　学生は、支援の現場に実習生として身を置くことで、様々なクライエントに、様々な支援が行
われていることに触れる。「真の正解」が分からない支援の現場で、相手（クライエント）や支
援のことをなるべく知ろう・分かろう、理解しようとし続ける姿勢が重要である。支援の現場で
は、問い続けることが重要である。そのことを、専門職として、社会人として、一人の大人とし
て、支援の現場で直面する経験となる。
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